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シンポジウム 「保育士のキャリアパスに係る研修体系等の構築に向けて」 

「保育士のキャリアパスに係る研修体系等の構築について」 

研修×研修×研修 
帝塚山大学 清水益治 

 

１．なぜ今、キャリアパスか 

 

２．私が関わったキャリアパスにかかる研究 

 「平成 26 年度 保育士のキャリアパスにかかる調査研究報告書」(日本保育協会) 

 http://www.nippo.or.jp/research/pdfs/2014_01/2014_01.pdf 

 

Ⅱ．次の各業務を自信をもってできるようになるには、おおむね何年の経験が必要だと思いますか。 

 該当する番号を１つだけ選んでお書き下さい。（勤務先の保育所において、業務を行っていない項目については、 

「8」（該当なし）とお書きください。） 

1  1 年未満 2  1 年以上 3 年未満 3  3 年以上 5 年未満 4  5 年以上 7 年未満  5  7 年以上 

10 年未満 6  10 年以上 15 年未満 7  15 年以上 8  該当なし 
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保育所長用（各業務を実際に行っている保育士の勤務年数、理想として任せたい保育士のおおむねの勤務年数） 
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３．研修と実践の関係 

「1．研修担当者がいる」研修担当(35.6％） 

「2．乳児クラスの担当、３歳以上児クラスの担当など、研修担当者が複数いる」複数担当(13.9％） 

「3．園内研修の年間計画が決まっている」年間計画（50.7％） 

「4．誰かが園外研修に出た場合に、それを伝達するための園内研修がある」伝達研修（66.9％） 

「5．職員一人一人が年間の研修計画を立てている」個人計画（10.1％） 

「6．定期的に誰かが園外研修に出る体制がある」園外体制（73.7％） 

 

表 11 指針の記載内容をめざしている程度における研修体制の差 

 

 

この調査項目では、平均値は低得点ほど当該内容をめざして保育を実施している。そのため「非」は、○を

つけた者の方がつけなかった者よりもその内容をめざしていることを示す。 

 

研修
担当

複数
担当

年間
計画

伝達
研修

個人
計画

園外
体制

ア
くつろいだ雰囲気の中で、子どもの様々な欲求を満
たすこと

該

イ 生命の保持と情緒の安定を図ること

ウ 生活に必要な基本的な習慣や態度を養うこと

エ 心身の健康の基礎を培うこと

オ
人に対する愛情と信頼感、人権を大切にする心を
育てること

該

カ 自主、自立及び協調の態度を養うこと

キ 道徳性の芽生えを培うこと 非

ク
生命、自然及び社会の事象についての興味や関心
を育てること

非

ケ
生命、自然及び社会の事象に対する豊かな心情や
思考力の芽生えを培うこと

非

コ 生活の中で言葉への興味や関心を育てること 非

サ 言葉の豊かさを養うこと 非

シ
様々な体験を通して、豊かな感性や表現力を育む
こと

非 該

ス 創造性の芽生えを培うこと 非

セ 保護者の意向を受け止めること

ソ 保護者を援助すること 非

タ 地域との連携 非 非

平均値
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表 12 指針の内容について学んだ経験と研修回数における年の研修体制の差 

 
学んだ（％）の「該」は、○をつけた者の方がつけなかった者よりも「学んだ」と答えた割合が高いこと、

平均値の「該」は、○をつけた者の方がつけなかった者よりも研修回数が多いことを示す 

 

表 13 指針の保育の内容を学んだ方法における年の研修体制の差 

 

「該」は、○をつけた者の方がつけなかった者よりも当該形式で研修を受けた者の割合が高いことを示す。 

 

４．処遇改善への道 

 キャリアパスの構築→研修→専門性向上→キャリアアップ→処遇改善 

 

研修
担当

複数
担当

年間
計画

伝達
研修

個人
計画

園外
体制

研修
担当

複数
担当

年間
計画

伝達
研修

個人
計画

園外
体制

ア 保育の目標 該 該 該 該

イ 保育の方法 該 該 該 該 該 該

ウ 保育課程 該 該 該 該 該
エ 長期の指導計画 該 該 該 該 該 該
オ 短期の指導計画 該 該 該 該 該 該
カ 養護に関わるねらい及び内容 該 該 該 該 該 該
キ 教育に関わるねらい及び内容 該 該 該 該 該 該
ク 乳児保育 該 該 該 該
ケ 障害のある子どもに対する保育 該 該 該 該 該 該
コ 小学校との連携 該 該 該 該 該 該 該 該
サ 食育 該 該 該 該 該 該
シ 保護者支援 該 該 該 該 該 該 該 該 該 該 該
ス 職員研修 該 該 該 該 該 該 該 該
セ 保育所児童保育要録 該 該 該 該 該 該 該
ソ 自己評価 該 該 該 該 該 該 該
タ 延長保育など長時間にわたる保育 該 該 該 該 該 該
チ 保育士の連携・協働 該 該 該 該 該 該 該 該 該
ツ 地域との連携 該 該 該 該 該 該 該 該

「学んだ」（％） 平均値
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伝達
研修
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研修
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伝達
研修

個人
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園外
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研修
担当

複数
担当

年間
計画

伝達
研修

個人
計画

園外
体制

ア 保育の目標 該 該 該 該 該 該 非

イ 保育の方法 該 該 該 該 非

ウ 保育課程 該 該 該 該 該 非

エ 長期の指導計画 該 該 該 該 該 該 該 該 非

オ 短期の指導計画 該 該 該 該 該 該 該 該 非

カ 養護に関わるねらい及び内容 該 該 該 該 該 該 該 非

キ 教育に関わるねらい及び内容 該 該 該 該 該 該 非

ク 乳児保育 該 該 該 該 該 該 該 非

ケ
障害のある子どもに対する保
育

該 該 該 該 非

コ 小学校との連携 該 該 該 該 該 該 該 該 該

サ 食育 該 該 該 該 該 該 非

シ 保護者支援 該 該 該 該 該 該 該 非

ス 職員研修 該 該 該 該 該 該 該 該 該 該 非

セ 保育所児童保育要録 該 該 該 該 該 該 該 該 該 非

ソ 自己評価 該 該 該 該 該 該 該 該 非

タ
延長保育など長時間にわたる
保育

該 該 該 該 該 該 該 非

チ 保育士の連携・協働 該 該 該 該 該 該 該 該 非

ツ 地域との連携 該 該 該 該 該 該 該 非

その他講義形式 ビデオ・ＤＶＤ e-learning ワークショップ・グループ討議形式
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資料 
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